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研究成果の概要（和文）： 
 近年、ニホンジカに全国的な増加傾向と分布拡大が認められている。分布拡大に伴い、農業
被害が全国的に急増しており、被害軽減への取り組みが緊急の課題となっている。しかしなが
ら、基本的な知覚特性や運動能力、あるいは集落周辺での生態や行動特性に関する知見が乏し
いため、被害防止技術の開発が困難な状況にある。そこで、これらの課題を明らかにすること
によって、さまざまな状況に対応可能な被害管理手法を開発し、農業被害を効果的に軽減する
ためのシステム構築を図る。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Recently, the increase of the population and the distribution of the sika deer have been 
expanding over Japan. Accordingly, agricultural damages caused by Japanese sika deer 
have increased in Japan. However, we have never examined the basic characters of sensor 
sensitivities and/or the athletic capability of sika deer and had little knowledge on the 
ecology and behavioral characteristics around villages. In this project, we examined these 
issues by the way of field observation and experiments, developed effective ways of 
countermeasures against sika deer agricultural damages under various situations, and 
then proposed an effective damage managing system for sika deer. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、ニホンジカに全国的な増加傾向と分

布拡大が認められている。ニホンジカによる
林業被害は、従来は造林地の幼齢木に限られ
ていたが、最近では中大径木の剥皮害などが

全国各地で多数報告されるようになった。ま
た、高密度地域においては、林床植物の採食
による森林更新阻害や土壌流亡などの生態
系への影響も懸念されている。その一方で、
集落に出没し農作物などを食害する農業被
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害も全国的に急増しており、被害軽減への取
り組みが緊急の課題となっている。 
ニホンジカを対象とした研究はこれまで

数多く行なわれており、生態、生理、形態な
どに関する知見の蓄積も豊富である（高槻 
2006）。また、特定鳥獣保護管理計画にもと
づく個体数管理を実施している地域も多く、
個体数推定法やモニタリング手法について
も精力的に研究が行なわれている（梶ら 
2006）。その一方、ニホンジカの基本的な知
覚特性や運動能力に関する先行研究はほと
んどなく、シカ類一般についても決して多く
は な い の が 現 状 で あ る （ Franzmann & 
Schwartz 1997）。また、集落周辺に生息する
ニホンジカの生態や行動特性に関する知見
も、現在のところほとんど得られていない。 
ニホンジカによる林業被害や農業被害に

対する現在の主たる対策は、狩猟や有害捕獲
による個体数密度の低減と、金網やネットな
どの物理的障壁による侵入防止である。しか
しながら、個体数密度の低減による被害軽減
が図れている地域は少なく、狩猟者の減少等
により捕獲頭数の大幅な増加は困難な状況
にある。また、物理的障壁による侵入防止も、
柵等の不適切な設置や不十分な維持管理等
により十分効果を上げていないことが多い。
とくに農業被害については、被害発生にかか
わる要因について行動学的な観点からの分
析がほとんど行われていないため、効果的な
被害対策が実施できていない状況にある。 
近年、ニホンザルやイノシシによる農業被

害に対して、加害動物の知覚特性や行動特性
を利用して被害軽減を図るという研究が行
なわれるようになった（江口 2003）。研究代
表者である室山は、ニホンザルの行動特性を
活かしたネット型電気柵（特許第 3660996号）
を開発し、被害軽減に実績を挙げている。し
かしながらニホンジカについては、基本的な
知覚特性や運動能力、あるいは集落周辺での
生態や行動特性に関する知見が乏しいため、
効果的な被害防止技術の検討が十分に行な
われておらず、新たな被害防止技術の開発も
困難な状況にある。そこで、知覚特性等の基
本的な知見を蓄積し、被害発生にかかわる要
因を明らかにするとともに、さまざまな状況
に対応可能な被害管理手法を開発し、農業被
害を効果的に軽減するためのシステム構築
を図る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、兵庫県内に生息するニホンジ

カを対象として、以下の(1)(2)の研究を並行
して行ない、その結果を統合して、(3)さま
ざまな状況に対応可能な被害管理手法の開
発を行なう。 
(1)集落周辺に出没するシカの生態及び行動
特性の解明 

集落周辺や農地に出没するニホンジカの
行動を、赤外線カメラによる自動撮影装置等
を用いて記録し、集落への侵入経路や侵入時
の行動の特徴を解析する。とくに、既設の各
種被害防止設備（防護柵や電気柵など）をど
のように回避あるいは突破するのか、侵入に
際しどのような環境条件を選好あるいは忌
避するのかを詳細に分析する。 
(2)野外行動実験による知覚及び運動特性の
解明 
野生個体（一時的に飼育する個体を含む）

を対象に、オペラント条件づけなどの実験的
手法を用いて、基本的な知覚（視覚・聴覚・
嗅覚）特性を明らかにするとともに、忌避性
／選好性の高い感覚刺激を探索する。また、
高さ／幅／形状／基質の異なるさまざまな
構造物を利用して、１）で得られた知見を参
考に忌避性の高い環境条件や跳躍力などの
運動特性を明らかにする。 
(3) さまざまな状況に対応可能な被害管理
手法の開発 
上記１）２）の研究課題を並行して実施し、

その結果を相互に参照し、各課題でさらに詳
細に分析すべき点を検討する。その後、１）
２）の研究課題から得られた知見を統合し、
集落や農地の立地条件や営農形態、被害発生
状況などに応じて最適な被害対策を選択、実
施できるような被害管理手法を開発し、農業
被害を効果的に軽減するためのシステム構
築を図る。 
 
３．研究の方法 
(1)集落周辺に出没するシカの生態及び行動
特性の解明 
①行動観察調査 
被害発生地域において、集落周辺に生息す

るニホンジカの行動を、赤外線カメラ（動画）
による自動撮影装置等を用いて記録する。集
落への出没は、集落や農地の立地条件、営農
形態、被害対策状況等により異なるため、既
存資料にもとづいてあらかじめ類型化を行
ない、兵庫県内数箇所で実施する。 
②動画資料分析 
記録された動画を対象として、集落への侵

入経路や侵入時に現れるさまざまな行動の
特徴を解析する。とくに、既設の各種被害防
止設備（防護柵や電気柵など）をどのように
回避あるいは突破するのか、侵入に際しどの
ような環境条件を選好あるいは忌避するの
かを詳細に分析する。 
(2) 野外行動実験による知覚及び運動特性の
解明 
 以下の実験を、餌付け等により特定の区域
に出現する野生個体を対象として実施する。
各実験は、刺激への馴化や順序効果等による
バイアスを避けるために、実施期間を適当に
組み合わせて実施する。 



 

 

①環境条件に対する忌避性／選好性実験 
高さ／幅／形状／基質（足場）の異なるさ

まざまな構造物を呈示し、初期反応と馴化過
程を記録し分析する。また、選好性の高い誘
引物によって構造物に接近する動機づけを高
めた場合の反応についても記録し、特定の形
質をもつ構造物によって接近や侵入を回避で
きる可能性を検討する。 
②各種感覚刺激に対する忌避性／選好性実験 
現在防除機器等に利用されているさまざま

な感覚刺激および物質を呈示し、初期反応と
馴化過程を記録し分析する。また、選好性の
高い誘引物と並べて呈示した場合の反応につ
いても記録し、特定の感覚刺激によって接近
や侵入を回避できる可能性を検討する。 
(3)さまざまな状況に対応可能な被害管理手
法の開発 
 最終年度は、(1)(2)の結果を統合し、最適
な被害対策を選択、実施できるような被害管
理手法を開発し、農業被害を効果的に軽減す
るためのシステム構築を図る。得られた成果
については、学会発表や論文、一般雑誌等を
通じてすみやかに公表をするとともに、被害
管理手法をとりまとめたマニュアル等を作
成するなどして行政機関などを通じた普及
啓発に努める。 
 
４．研究成果 
2010 年度は、１）集落周辺に出没するシカ

の生態及び行動特性の解明と、２）野外行動
実験による知覚及び運動特性の解明という
２つの研究課題を並行して実施した。１）の
課題については、被害発生地域において、集
落周辺に生息するニホンジカの行動を赤外
線カメラ（動画）による自動撮影装置を用い
て記録し、集落への侵入経路や、そのときの
行動の特徴について、予備的な解析を行った。
また、集落に出没し捕獲されたメス１頭にＧ
ＰＳ発信器を装着し、その後の行動を追跡し
た。ＧＰＳによる追跡期間は 2010.5.19～
6.27 の約 1ヵ月間で、その後、9月 9日に捕
殺されるまで捕獲装置（ワナ）への再訪は確
認されなかった（自動撮影データによる確
認）。データ分析の結果、昼夜で行動範囲や
場所が大幅に変わること、捕獲装置（ワナ）
への警戒心が持続することなどが明らかと
なった。２）の課題については、京都精華大
学キャンパス内に飼育されている個体と野
生個体を対象に、イヌの音声の再生実験を行
い、音声に対する反応や馴化の過程にあらわ
れる行動の変化などの予備的な解析をおこ
なった。また、野生個体が通過する経路に金
属製のマットを敷き、対象物に対する初期反
応と馴化過程を記録した。音声に対する忌避
反応は、飼育個体では約 2.5 時間で、野生個
体でも 1-3日間で消失することが明らかとな
った。一方、金属製マットに対しては 2.5 ヵ

月間経過した時点で通過する個体が出現し、
その後通過個体が増加した。 
2011 年度は、2010 年度に引き続き、１）集

落周辺に出没するシカの生態及び行動特性
の解明と、２）野外行動実験による知覚及び
運動特性の解明という２つの研究課題を並
行して実施した。１）の課題については、被
害発生地域において、集落周辺に生息するニ
ホンジカの行動を赤外線カメラ（動画）によ
る自動撮影装置を用いて記録し、集落への侵
入経路や、そのときの行動の特徴について解
析を行った。また、本年度も集落に出没し捕
獲されたメス１頭にＧＰＳ発信器を装着し、
その後の行動を追跡する計画であったが、こ
ちらについては実施できなかった。データ分
析の結果、昼夜で行動範囲や場所が大幅に変
わること、捕獲装置（ワナ）への警戒心が持
続することなどが確認されたほか、集団の大
きさや構成が季節的に変化することなども
明らかとなった。２）の課題については、昨
年度は、京都精華大学キャンパス内に飼育さ
れている個体と野生個体を対象に、音声に対
する反応や馴化の過程にあらわれる行動の
変化などについて収集した資料の予備的な
解析をおこなった。 
最終年度である 2012 年度は、１）集落周

辺に出没するシカの生態及び行動特性の解
明と、２）野外行動実験による知覚及び運動
特性の解明という２つの研究課題を並行し
て実施した。１）の課題については、被害発
生地域において、集落周辺に生息するニホン
ジカの行動を赤外線カメラ（動画）による自
動撮影装置を用いて記録し、集落への侵入経
路や、そのときの行動の特徴について解析を
行った。２）の課題については、岡山理科大
学の協力を得て、岡山理科大学で飼育されて
いる比較的馴致の進んでいるニホンジカ個
体２頭を対象として、ニホンジカを対象とし
たオペラント条件付けを試みた。具体的には、
踏み板式スイッチと秒数をコントロールで
きるタイマーを作成し、最終的に、色や音の
弁別実験が可能なシステム作りを目指した。
残念ながら、馴致が不十分な段階にとどまっ
たため、弁別実験を行うには至らなかったが、
少なくともこのシステムを使えば、オペラン
ト条件付けが可能であることが明らかとな
った。このことは、実験的手法を用いて、シ
カの感覚刺激特性や行動特性の解明が可能
であることを初めて示したものであり、新し
い効果的な被害防止装置の開発につながる
と考えられた。 
３）の課題である「さまざまな状況に対応

可能な被害管理手法の開発」については、集
落周辺に出没するシカの生態及び行動特性
の解明と、野外行動実験による近く及び行動
特性の解明という２つの研究課題について
は、一定の成果が得られたが、それを統合し



 

 

てシステム構築を図るまでには至らなかっ
た。 
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